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平成8年度における宇宙開発関係経費の見積り方針（案）

平成7年8月　日
宇宙開発委員会決定

1．科学の分野

（D開発

　①　第20号科学衛星（MUSES－C）の開発
　　　小惑星や彗星等の始源天体から、岩石・土壌等のサンプルを採取し、地

　　球に持ち帰るミッションに必要な電気推進系、惑星間自律航法、サンプル

　　採取、地球大気再突入及び回収等の技術の修得を目的とする第20号科学

　　衛星（MUSES－C）について、M－Vロケットにより、平成13年度
　　　に打ち上げることを目標に開発に着手する。

2．月探査の分野
　（1）研究

　　①　月周回観測・着陸実験衛星の研究

　　　　21世紀初頭に想定される月面での探査等の活動の展開に備え、月の地

　　　形、元素組成に関するデータを取得するとともに、月面着陸技術を修得す

　　　ることを目的とする月周回観測・着陸実験衛星に関する研究を行う。

3．観測の分野、
　（D開発

　　①　地球観測プラットフォーム技術衛星（ADEOS）の打上げ年度の変更
　　　　地球観測プラットフォーム技術衛星については、平成7年度に打ち上げ

　　　ることを目標に開発を行ってきたが、組立試験時に発生した問題に対処し、

　　　同衛星の信頼性の向上を図るため、打上げを平成8年度に変更して、引き
　　　続き開発を進める。

（2）開発研究

　①　陸域観測技術衛星（ALOS）の開発研究
　　　地球観測プラットフォーム技術衛星（ADEOS）、地球資源衛星1号
　　（JERS－1）による算置観測技術を更に高度化し、地図作成、地域観
　　測、災害状況把握、資源探査等への貢献を図ることを目的とする陸域観測

　　技術衛星（ALOS）について、　H－IIロケットにより、平成13年度頃
　　に打ち上げることを目標に開発研究に着手する。

（3）研究

　①　降水観測技術衛星の研究

　　　熱帯降雨観測衛星（TRMM）のミッションを継承し、太陽非同期軌道
　　を用いて、気候システムを解明するために重要となる中緯度域までの降水
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等の日変化を観測することを目的とする降水観測技術衛星に関する研究を
行う。

②　ライダ実証衛星の研究

　　地球温暖化、気候変動等の解明に重要な雲、エアロゾル等を観測するラ

　イダについて、宇宙空間における機器動作の確認、トゥルースデータとの

　比較検証を行うライダ実証衛星に関する研究を行う。

③　オゾン層観測センサの研究

　　オゾン層全量分光計（TOMS）によるオゾン層観測の継続性を確保し、

　高分解能化、多バンド継台の高度化、国際的なデータの補完を目的とする

　オゾン層観測センサに関する研究を行う。

4．通信の分野
　（D開発

　　①　通信放送技術衛星（COMETS）の打上げ年度の変更
　　　　通信放送技術衛星については、平成8年度に打ち上げることを目標に開

　　　発を行ってきたが、技術試験衛星Vl型の不具合の原因究明結果を受けて実

　　　施した総点検の結果を踏まえ、追加確認試験等を実施し更なる信頼性の向

　　　上を図るため、打上げを平成9年度に変更して、引き続き開発を進める。

（2）研究　　一・

　①　超高速通信技術開発衛星の研究

　　　世界情報通信基盤（Gll）等において重要な役割を担う高速・広帯域
　　な衛星通信ネットワークの中核となるギガビット級通信衛星の実現に必要

　　な超広帯域中継器技術、高性能アンテナ技術面の超高速通信衛星技術の研

　　究を行うとともに、この技術の開発及び宇宙における実験・実証を目的と

　　する超高速通信技術開発衛星に関する研究を行う。

②　超高速光衛星通信システムに関する研究

　　地球観測データの伝送や宇宙ステーション活動等において発生する大容

　量の情報の伝送需要に対処するため、超高速光衛星通信システムの実現に

　必要な技術に関する研究を行う。

5．宇宙環境利用の分野
　（D開発
　　①　宇宙ステーション補給運用の準備

　　　　宇宙ステーションの運用準備の一環として、我が国の輸送系を含めた国

　　　際的な補給計画の設定を行うために必要な準備を行う。

（2）開発研究

　①　次世代型無人宇宙実験システム適合型宇宙環境利用実験装置の開発研究

　　　宇宙環境利用の産業分野での促進を図るため、独が開発する宇宙機に搭
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載し、H－IIロケットにより、平成12年頃に打ち上げることを目標に、
低コストかつフレキシブルな宇宙環境利用実験システム適合型宇宙環境利
用実験装置の開発研究に着手する。

6．人工衛星共通技術の分野
　（1）開発研究

　　①　技術試験衛星Mll型（ETS－MIDの開発研究
　　　　大型展開構造物等の宇宙開発における基盤技術の修得並びに携帯型端末
　　　の使用が可能な移動体衛星通信システムの実現及びコンハ●外ディスク（CD）並の高品質

　　　な音声や静止画像の伝送を可能とする移動体衛星デプ夘マ1げメディア放送システム

　　　等の実現を目指し、10m級大型アンテナ、高出力中継器、衛星搭載交換機、高精

　　　度時刻基準装置による測位等に関する技術を宇宙で実験・実証することを

　　　目的とした技術試験衛星Wll型（ETS－MIDについて、　H－llロケットに

　　　より、平成13年度頃に打ち上げることを目標に開発研究に着手する。

7．宇宙インフラストラクチャーの分野
　［輸送系］

　（1）開発

　　①M－Vロケットの開発
　　　　第20号科学衛星（MUSES－C）を平成13年度に打ち上げること
　　　を目標に、M－Vロケットの開発を引き続き進める。

　　　　　　，翠

　　②　H－llロケットの開発

　　　　地球観測プラットフォーム技術衛星（ADEOS）及び通信放送技術衛
　　　星（COMETS）の開発計画変更に伴い、　H－llロケット4号機の打上
　　　げ年度を平成8年度に、5号機の打上げ年度を平成9年度に変更する。
　　　　また、宇宙ステーションへの補給・人工衛星の打上げ等の輸送需要に柔

　　　軟に対応でき、大幅な輸送コストの低減が可能なH－llロケットについて、

　　　平成13年度に初号機を打ち上げることを目標に開発に着手する。

③　J－1ロケットの開発

　　光衛星間通信実験衛星（OlCETS）を平成10年度に打ち上げるこ
　とを目標に、J－1ロケット2号機の開発に着手する。

（2）開発研究

　①　宇宙往還技術試験機（HOPE－X）の開発研究
　　　軌道上サービス、宇宙環境利用実験・観測、宇宙ステーション等へのサ

　　ービスを可能とする無人有翼往還機の主要な技術の早期確立を目的とする

　　宇宙往還技術試験機（HOPE－X）について、　H－IIロケットにより、
　　平成12年度頃に打ち上げることを目標に開発研究に着手する。
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［拠点系］

（1）研究

　①　通信・放送衛星等の静止軌道上遠隔検査技術に関する研究

　　　通信・放送衛星等の運用の安定性・継続性の向上を図るため、静止軌道

　　上の衛星に対して保守、修理、燃料補給等を行う静止軌道サービス衛星の

　　実現に必要な静止軌道上遠隔検査技術に関する研究を行う。

［支援系］

（1）開発

　①　データ中継技術衛星（DRTS－W、　E）の開発
　　　通信放送技術衛星（COMETS）のデータ中継機能を継承・発展させ、
　　地球観測衛星やJEMのデータ中継を行うことを目的とするデータ中継技

　　術衛星（DRTS－W、　E）について、　H－IIロケットにより、平成12
　　年度に打ち上げることを目標に開発に着手する。

（2）研究

　①　高精度軌道決定システムの研究

　　　将来の地球観測衛星等に求められている衛星軌道の高精度決定に対応す

　　るため、GPS干渉測位及び衛星レーザ測距等を用いた高精度軌道決定シ
　　ステムに関する研究を行う。

②　宇宙空間からの電波監視に関する研究

　　今後、地球局の誤操作等により発射される電波が正常な衛星運用に支障

　を及ぼす恐れが増大することから、宇宙空間における電波利用の適正化を

　図り、通信衛星、放送衛星等の円滑な運用の確保に資するため、宇宙空間

　からの電波監視に関する研究を行う。

8．施設の整備
　　①　数値宇宙エンジンの整備

　　　　最新の数値シミュレーション技術を最大限に活用し、研究開発の効率化

　　　及び高精度化を図るため、数値宇宙エンジンの整備を行う。

②　超高真空下における機構部品試験設備の整備

　　宇宙の超高真空環境下で使用する弁、アンテナ展開機構、ロボットアー

　ム等摺動部を持つ機構部品の動作に係る研究及び確認試験に必要な極高真

　空環境試験設備、及び電子線、紫外線、振動等と超高真空との複合環境試

　験設備からなる超高真空下における機構部品試験設備の整備を行う。

9．その他
　　上記以外については、

　する。

「宇宙開発計画」　（平成7年3月29日決定）を推進
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てαしラ’郎

宇宙開発委員会について
平成7年8月9日

研究開発局

1．膠占由 ロAのノ富

　宇宙開発委員会は、宇宙開発委員会設置法に基づいて昭和43年に総理府に

設置されたものであり、我が国の宇宙開発に関する重要事項について企画、審

議、決定を行う。

●
2．占由 目ムの

委員長　浦野　焦興　（科学技術庁長官）

委員　（常　勤）

　　　　野村　民也

　　　　内田　勇夫

（非常勤）

山口　開生

末松　安晴

（東京大学名誉教授）

（前海洋科学技術センター理事長）

　　　　　　（平成7年8月23日任期満了）※

（日本電信電話㈱会長）

（前東京工業大学学長、

通産省工業技術院産業技術融合領域研究所長）

※後任＝長柄　喜一郎（現理化学研究所副理事長）

3．　ロ　　亀理のヒ

　本日14時から宇宙開発委員会が開催されるため、宇宙開発委員会設置法第

6条第3項に基づき、委員長代理の指名が必要。

（参考）

　宇宙開発委員会設置法（昭和43年5月2日法律第40号）　（抜粋）
　　（委員長）

　第6条委員長は、科学技術庁長官たる国務大臣をもって充てる。

　　　2　委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。

　　　3　委員長に事故があるときは、あらかじめその指名する常勤の委員が、

　　　　その職務を代行する。



『　　　　　　　　　　　　　　　燈蹄
　　　　　　　　宇宙開発委員会（8月9日（水））の議事について　　　　　の乏勿

　　　大臣から、開会宣言をして頂1とともに、委員長代理の指名獺いしたし！ツ

　　す。

　　・議事進行（案）

　　8月9日（水）14：00～14＝10　委員会会議室

議事進行 発言者 発　言　要　旨

開会 ●「これより、宇宙開発委員会を開会致します。」

委員長挨拶

委員長代理の ・宇宙開発委員会設置法第6条による、委員長
指名 代理の指名を行う。

・野村委員を委員長代理に指名。

指名受諾 野村委員 ・指名を受諾する旨回答。

議事進行委嘱 ・以下の議事を野村委員長代理に委嘱。

懇談 大臣／委員 （宇宙開発に関してこ懇談頂ければ幸いです。）

大臣御退席



宇宙開発委員会大臣御発言メモ（案）

　　　　　　　　　平成7年8月9日
　　　　　　　　　委　員　会　会　言義　室

（開会）

　これより、宇宙開発委員会を開会致し
ます。

●

●

（大臣御挨拶）

　このたび、国務大臣・科学技術庁長官、

宇宙開発委員会委員長を拝命致しました、

浦野門門でございます。委員長就任にあ

たりまして、一一言御挨拶申し上げます。

　宇宙開発は、国民に夢を与え、また、

豊かな生活をもたらすと共に、国際協力

を通じて国際社会の安定と発展にも貢献

するものであり、国としてこれを積極的

に推進していくことが肝要であると考え
ております。

　我が国の宇宙開発につきましては、こ

れまで関係者の多大なる御尽力により積

極的に推進され、全段自主技術で開発を

行ったH－IIロケットの打上げ成功など、



「

●

●

着実な成果を挙げていると承知しており、

私としては大変心強く感じているところ
であります。

　また、現在、21世紀に向けた我が国
の宇宙開発の指針となります「宇宙開発

政策大綱」の改訂に向けての検討が行わ

れると伺っております。

　こうした重要な時期に、我が国の宇宙

開発政策をお預かりすることとなり、私

はその責任の重さを痛感しているところ

であります。今後、各委員の皆様の御協

力を頂きながら、私に課せられた使命を

全うしていく所存でございます。

　以上、甚だ簡単ではございますが、私

の挨拶とさせて頂きます。

（委員長代理の指名）

　それではまず、宇宙開発委員会設置法
第六条に基づき委員長代理の指名を行い
たいと存じます。
　のむら　たみや

　野村民也委員に、本委員会の委員長代

理をお願い致したいと思います。



「

●

　野村委員、宜しくお願い致します。

　　　　　［野村委員より引き受ける旨の挨拶］

　それでは、以下の議事は野村委員長代

理にお願い致します。

（御懇談）

　　（宇宙開発の推進について、御懇談いただければ幸いです。）

［大臣御退席］

●



　宇宙開発委員会　座席表

平成7年8月9日（水）　14：00～　　　　　於；委員会会議室

●

●

入　ロ

末松委員○

林宇宙企画課長

　　○

○服部企画課長

○間宮審議官

○加藤研究開発局長

○内田委員

○野村委員

　○
浦野委員長
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「

第18回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　議　事　次　第

ユ．日　時 平成7年8月9日（水）

14：00～16：00

2．場　所 委員会会議室

3．議　題 （1）宇宙開発委員会委員長代理の指名について

（2）前回議事要旨の確認について

（3）計画調整部会の審議結果について

（4）平成8年度における宇宙開発関係経費の見積り方針につい

　　て

4．資　料 委18－1
委18－2，

委18－3

第17回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（案）

関係各機関における「宇宙開発計画」　（平成7年3．

月29日決定）に基づいた新規施策の実施及び同計
画の見直しに関する要望事項について（案）

平成8年度における宇宙開発関係経費の見積り方針
（案）



「

宇宙開発委員会委員名簿

平成7年8月1日現在

職　　　名 氏　　　名
生年月日

i年齢）

就任

�

当初就任

N月日

任期；訂

N月日
任命　権者 最終学歴

　　　　　　　　　　　　　　　一@　　　■蛛@　　な　　　前　　　歴　　　等

τ12．9．3 内閣総理大臣 S20．9 東京大学宇宙航空研究所長（S54．4～S56．4）

委員長代理 野村民也 2 H3．4．1 H9．4．7 文部省宇宙科学研究所教授（S62．3退職）

71 （両議院の同意） 東帝大・工・電気 東京大学名誉教授

S6．6．16 S31．3 科学技術事務次官（H1．6退職）

委　　　員 内田　勇夫 1 H4．8．24 H7．8．23 〃

64 東大・農・農化 海洋科学技術センター理事長（H4．8退職）

T14．6．8 S23．3 現　日本電信電話㈱代表取締役会長
” 山ロ　開生 1 H4．12。11 H7．12．10 〃

（非常勤） 70 東大・工・電気

S7．9．22 S35．3 東京工業大学学長（H1～H5）
〃 末松安晴 1 H，6．7．8 H9．7．7 〃 東京工業大学名誉教授

（〃　） 62 東工大・電気 日本学術振興会監事（H6．4～H7．3）

現　工業技術院産業技術融合領域研究所長

（H7．4～　　）
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顧）しフ溜一

「平成8年度における宇宙開発関係経費の見積もり方針（案）」について

平成7年8月
研究開発局

1．　「　　もし　，　とま
　・「見積もり方針」は、我が国の宇宙開発を国全体として計画的、効率的に進

　　めるため、各省庁で検討している宇宙開発関係施策に関する要望を宇宙開発

　　委員会が聴取し、調整の上、各省庁の平成8年度予算要求の具体的方向性を

　　示すもの。

　・各省庁は本方針に基づき予算要求を行い、その結果が8月末に「見積もり」

　　として決定される。

●

2．「　　もし　　　の
　・平成8年度の「見積もり：方針」は、別添の通りであるが、そのポイントとな

　　る新たな開発プロジェクトは、以下の通り。

フ’ロシ∂塞外名 プロヅェクトの概要 打上げ年度

第20号科学衛星
@（文部省）

小惑星からの岩石・土壌等のサンプル

ﾌ取する科学衛星の開発

平成13年度

H－llロケットの

痺Rスト化
@（科学技術庁）

H－11ロケットの打上げ費用を大幅に

甯ｸし、輸送需要に柔軟に対応するた

ﾟの開発

平成13年度

テ㌔タ中継技術衛星

@（科学技術庁）

地球観測衛星の観測データ等を効率的

ﾉ地上に送信するために必要な中継衛

ｯの開発

平成12年度

3．A’のスケジュール
　　8月　9日（水）・「平成8年度における宇宙開発関係経費の見積り方針」

　　　　　　　　　　　を宇宙開発委員会が決定・関係機関への通知

　　8月30日（水）・関係各機関の宇宙開発関係経費を集計し、「平成8年度
　　　　　　　　　　　における宇宙開発関係経費の見積もり」を宇宙開発委員

　　　　　　　　　　　会が決定。

　　　　　　　　　　　　　　　　一1一
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覧

男u糸氏

平成8年度における宇宙開発関係経費の見積り方針（案）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成7年8月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇宙開発委員会決定

　　　1．科学の分野
　　　　（D欄発
　　　　　①　第20号科学衛星（MUSES－C）の開発
　　　　　　　小惑星や彗星等の始源天体から、岩石・土壌等のサンプルを採取し、地

　　　　　　球に持ち帰るミッションに必要な電気推進系、惑星間自律航法、サンプル

　　　　　　採取、地球大気再突入及び回収等の技術の習得を目的とす：る第20号科学

　　　　　　衛星（MUSES－C）について、M－Vロケットにより、平成13年度
●　　　　　に打ち上げることを目標に開発に着手する。．

2．月探査の分野
　（1）研究

　　①　月周回観測・着陸実験衛星の研究
　　　　21世紀初頭に想定される月面での探査等の活動の展開に備え・月の地

　　　形、元素組成に関するデータを取得するとともに、月面着陸技術を修得す

　　　る’ことを目的とする月周回観測・着陸実験衛星に関する研究を行う。

3．観測の分野
　（1）開発
　　①　地球観測プラットフォーーム技術衛星（ADEOS）の打上げ年度の変更
　　　　地球観測プラットフォーム技術衛星については、平成7年度に打ち上げ

　　　ることを目標に開発を行ってきたが、組立試験時に発生した問題に対処し、

　　　同衛星の信頼性の向上を図るため、打上げを平成8年度に変更して・引き

　　　続き開発を進める。

（2）開発研究

　①　陸域観測技術衛星（ALOS）の開発研究
　　　地球観測プラットフォーム技術衛星（ADEOS）、地球資源衛星1号
　　（JERS－1）による陸域観測技術を更に高度化し、地図作成、地域観
　　測、災害状況把握、資源探査等への貢献を図ることを目的とする陸域観測

　　技術衛星（ALOS）について、　H－llロケットにより、平成13年度頃

　　に打ち上げることを目標に開発研究に着手する。

（3）研究

　　　降水観測技術衛星の研究　①’

　　　熱帯降雨観測衛星（TRMM）のミッションを継承し、太陽非同期軌道
　　を用いて、気候システムを解明するために重要となる中緯度域までの降水
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等の日変化を観測することを目的とする降水観測技術衛星に関する研究を

行う。

②ライダ実証衛星の研究
　　地球温暖化、気候変動等の解明に重要な雲、エアロゾル等を観測するラ

　イダについて、宇宙空間における機器動作の確認、トゥルースデータとの．

　比較検証を行うライダ実証衛星に関する研究を行う。

③オゾン；層観測センサの研究
　　オゾン層全量分光計（TOMS）によるオゾン層観測の継続性を確保し、

　高分解能化、多バンド化等の高度化、国際的なデータの補完を目的とする

　オゾン層観測センサに関する研究を行う・。

　　　4’．通信の分野
●　　　　（1）開発
　　　　　①通信放送技術衛星（COMETS）の打上げ年度の変更
　　　　　　　通信放送技術衛星については、平成8年度に打ち上げることを目標に開

　　　　　　発を行ってきたが、技術試験衛星Vl型の不具合の原因究明結果を受けて実

　　　　　　施した総点検の結果を踏まえ、追加確認試験等を実施し更なる信頼性の向

　　　　　　上を図るため、打上げを平成9年度に変更して、引き続き開発牽進める。

（1）研究

　①超高速通信技術開発衛星の研究
　　　世界情報通信基盤（G口）等において重要な役割を担う高速・広帯域
　　な衛星通信ネットワークの中核となるギガビット級通信衛星の実現に必要

　　な超広帯域中継器技術、高性能アンテナ技術等の超高速通信衛星技術の研
　　究を行うとともに、・この技術の開発及び宇宙における実験・琴証を目的と

　　する超高速通信技術開発衛星に関する研究を行う。

②超高速光衛星通信システムに関する研究
　　地球観測データの伝送や宇宙ステーション活動等において発生する大容

　量の情報の伝送需要に対処するため、超高速光衛星通信システムの実現に

　必要な技術に関する研究を行う。

5．宇宙環境利用の分野
　（1）開発　・　・　　　　　一

　　①宇宙ステーション補給運用の準備
　　　　宇宙ステーションの運用準備の一環として、我が国の輸送系を含めた国

　　　際的な補給計画の設定を行うために必要な準備を行う。

（2）開発研究
　①　次世代型無人宇宙実験システム適合型宇宙環境利用実験装置の開発研究

　　　宇宙環境利用の産業分野での促進を図るため、独が開発する宇宙機に搭
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　　　載し、H－IIロケットにより、平成12年頃に打ち上げることを目標に・
　　　低コストかつフレキシブルな宇宙環境利用実験システム適合型宇宙環境利

　　　用実験装置の開発研究に着手する。

6．人工衛星共通技術の分野

　G）開発研究
　　①　技術試験衛星Wl型（ETS－WDの開発研究
　　　　大型展開構造物等の宇宙開発における基盤技術の修得並びに携帯型端末
　　　の使用が可能な移動体衛星通信システムの実現及びコンガ外ディスク（CD）並の高品質

　　　な音声や静止画像の伝送を可能とする移動体衛星デプ夘マルチメディア放送システム

　　　等の実現を目指し、10m級大型アンテナ、高出力中継器、衛星搭載交換機、高精

　　　度時刻基準装置による測位等に関する技術を宇宙で実験・実証することを

　　　目的とした技術試験衛星W1型．（ETS－Wl）について、　H－11ロケットに

　　　より、平成13年度頃に打ち上げることを目標に開発研究に着手する。

7．宇宙インフラストラクチャーの分野

　［輸送系］

　（1）開発

　　①M－Vロケットの開発
　　　　第20号科学衛星（MUSES－C）を平成13年度に打ち上げること
　　　を目標に、M－Vロケットの開発を引き続寺進める。

　　　　H－llロケットの開発　　②
　　　　地球観測プラットフォーム技術衛星（ADEOS）及び通信放送技術衛
　　　星（coMETS）の開発計画変更に伴い、　H－llロケウト4号機の打上
　　　げ年度を平成8年度に、5号機の打上げ年度を平成9年度に変更する。
　　　　また、宇宙ステr一ションへの補給・人工衛星の打上げ等の輸送需要に柔

　　　軟に対応でき、大幅な輸送コストの低減が可能なH－llロケットについて、

　　　平成13年度に初号機を打ち上げることを目標に開発に着手する。

　　③　J－1ロケットの開発
　　　　光衛星間通信実験衛星（OlCETS）を平成10年度に打ち上げるこ
　　　とを目標に、J一」ロケット2号機の開発に着手する。

　（2）開発研究
　　①　宇宙往還技術試験機（HOPE－X）の開発研究
　　　　軌道上サービス、宇宙環境利用実験・観測・宇宙ステーション等へのサ
　　　　ービスを可能とする無人有翼往還機の主要な技術の早期確立を目的とする

　　　宇宙往還技術試験機（HOPE－X）について、　H－llロケットにより、
　　　’平成12年度頃に打ち上げることを目標に開発研究に着手する。
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［拠点系］

（D研究
　①　通信・放送衛星等の静止軌道上遠隔検査技術に関する研究

　　　通信・放送衛星等の運用の宍定性・継続性の向上を図るため・静止軌道

　　上の衛星に対して保守、修理、燃料補給等を行う静止軌道サービス衛星の

　　実現に必要な静止軌道上遠隔検査技術に関する研究を行う。

［支援系］

G）開発
　①　データ中継技術衛星（DRTS－W、　E）の開発
　　　通信放送技術衛星（COMETS）のデータ中継機能を継承・発展させ、
　　地球観測衛星やJEMのデータ中継を行うことを目的とするデータ中継技

　　術衛星（DRTS－W㍉E）について、　H－llロケットにより、平成12
　　年度に打ち上げることを目標に開発に着手する。

（2）研究

　①　高精度軌道決定システム⑳研究
　　　将来の地球観測衛星等に求められている衛星軌道の高精度決定に対応す

　　るため、GPS干渉測位及び衛星レーザ測距等を用いた高精度軌道決定シ

　　ステムに関する研究を行う。

②　宇宙空間からの電波監視に関する研究
　　今後、地球局の誤操作等により発射される電波が正常な衛星運用に支障

　を及ぼす恐れが増大することから、宇宙空間における電波利用の適正化を

　図り、通信衛星、放送衛星等の円滑な運用の確保に資するため、宇宙空間

　からの電波監視に関する研究を行う。

8．施設の整備
　　①　数値宇宙エンジンの整備
　　　　最新の数値シミュレーション技術を最大限に活用し・研究開発の効率化

　　　及び高精度化を図るため、数値宇宙エンジンの整備を行う・

②　超高真空下における機構部品試験設備の整備
　　宇宙の超高真空環境下で使用する弁、アンテナ展開機構・ロボットアー

　ム等摺動部を持つ機構部品の動作に係る研究及び確認試験に必要な極高真

　空環境試験設備、及び電子線、紫外線、振動等と超高真空との複合環境試

　験設備からなる超高真空下における機構部品試験設備の整備を行う。

9．その他
　　上記以外については、「宇宙開発計画」　（平成7年3月29日決定〉を推進

　する。
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宇

（委員会会議室）平成7年8月9日（水）14：00～

議　　　　　題 説　明　者 資　　　　　　料 説明時間

（委　員　会）
y新大臣挨拶】
P．宇宙開発委員会委員長代理の指名 10分程度
について
懇談】

’　　　、

2．　り回一　　日の　認 口

一　　　　1ロ干　　　　　　云　　　　云　　　　ヒ

里

．言画3・　。：買の　　　　について 言画5・　口
@　　　　　　　　武田　　峻

一　　　　　　　　　　、　　　　　　　　こ　　、　　　　　　　rF・　　　　　　　言　　1旦ヨ」

@　　平成7　3月29日決定）に　ついた新
@　　規施策の実施及び同計画の見直しに関す

5　…三又

迫

る　　　　について
4．　　　　　　　　　に　舛　　　子　　　　　　　　、 口

・一 @　　　　　　　　こ　’　　子　　　　　　、　　の
ワ　　　、 A面量

，、　薪　　云
P・ ｣蝋嬉おける国際騨化の動

元航技研所長　　　長洲　　秀夫　　　　　　　　　　　　謙司元NASDA副理事長　　船川

i社日本航空宇宙工業会

懇31－1宇宙分野における国際標準化の動向

@　　　　　（OHP有り）
20分程度

ゐ　　　　　　　　n
2，　　　　　に　　る・・　　　」

@　について

ロノ ｱ　　覧子　　　月

ｳ　授　　　　　松尾　弘毅
懇3｝：2＝1月探査に細る鋸研究報巻書 20

教　授　　　　　水谷　　仁
宇宙開発事業団
理　事　　　　　石澤　士爵

．，…　　　　狽l　　TRMMの
@況等について

干理　事　　　　　立野　　敏
　　一　　　　　　＿　　1　　　　　　　　　ス　ジュ　　　　　’ら、、o　　　　　一ルに関するNASAとの調整状況について

王【又

地球観測衛星グルーフ。
技瀬駿鞍鼻駅馬　　　　　　　　　z

4．　　　　　　　5　　　M－5」の 干 ，、　一　　　　　　一　’・　　　ンヤッ　の 1

況について 理　事　　　　　立野　　敏 について
地球観測衛星グルーフ。
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